
は じ め に 

 

 岡山県では、がん（悪性新生物）による死亡数は増加傾向にあり、昭和５７

年以降、死亡原因の第１位となっています。また、死亡者の約３割となる年間

５，０００人余りの方が、がんで死亡しています。 

 平成１９年４月に施行されたがん対策基本法において、「国及び地方公共団

体は、がん患者のがんの罹患、転帰その他の状況を把握し、分析するための取

組を支援するために必要な施策を講ずるものとする。」と定められ、同年６月

に策定された「がん対策推進基本計画」では、重点的に取り組むべき課題とし

て「がん登録の推進」が掲げられています。本県においても、「岡山県がん対

策推進計画」において、地域がん登録を一層普及させるとともに、精度の向上

を図り、データの有効活用を進めることとしています。 

  岡山県では、平成４年から一部のがんを対象に「岡山県がん登録事業」を開

始し、平成８年以降、登録の対象をすべてのがんに広げ、がん全体の動向把握

に努めています。平成２３年４月からは、県がん診療連携拠点病院である岡山

大学病院に委託し、がんの罹患状況、受療状況、生存状況等の情報の収集・分

析を行っています。 

この報告書は、平成２０（２００８）年１月から１２月までの罹患状況など

について集計と分析を行ったものです。また、９部位のがんについて、登録罹

患者の「５年相対生存率」のデータ（平成１７年１月から１２月までにがんと

診断された者）も掲載しています。 

 本書が、がん予防、医療活動の評価や疫学研究など、関係各方面の方々によ

って幅広く活用され、がん対策推進の一助となれば幸いです。 

 最後に、本書の取りまとめに当たり、多大な御協力をいただきました岡山大

学病院、岡山県医師会をはじめ、各医療機関ならびに関係各位に厚く御礼申し

上げますとともに、継続的なデータの蓄積によって、本事業がさらに充実した

ものとなりますよう、一層の御理解と御協力をお願いいたします。 
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